生理学(2) by 小野 武年 et al.
1 ) 西野仁雄， 小野武年， 佐々 木和 男 ， 村本健一
郎， 矢野一郎 : ラ ッ ト 視交叉上核に お け る 入出 力 様
式， 第55回 日 本生理学会総会， 1978 . 4 ， 新潟.
2) 小野武年， 西野仁雄， 佐々 木和男， 村本健一
郎， 大村裕 : 慢性サ ル摂 食 中枢ニ ュ ー ロ ン の化学感
受性， 第55回 日 本生理学会総会， 1978 . 4 ， 新潟.
3 )  Oomura， Y. ， Ono， T. ， Sh im izu， N .  ， 
K i ta， H . ， 1 shi zuka， S . ， Kato， M. ， and 
Miyahara， S .  : Feeding behavior and l ateral 
hypothal amic  ( LHA ) neuron act ivi ty in rhesus 
monkey， The 55th General Meet in只 of the 
Phys io l ogi cal Soc i ety of Japan， Apri 1 .  1978 . 
N i igata. 
4 ) 村本健一郎， 矢野一郎， 佐々 木和 男 ， 西野仁
雄， 小野武年 : 視床下部化学感受性ニ ュ ー ロ ン に 対
す る モ ル ヒ ネ の作用， 第25回 生理学 中部談話会，
1978 . 9 ， 金沢.
5)  佐 々 木和男 ， 村本健一郎， 矢野一郎， 西野仁
雄， 小野武年 : サ ル視床下部外側野化学感受性ニ ュ
ー ロ ン の特性， 第25回 生理学 中部談話会， 1978 . 9 ，  
金沢.
6 ) 小野武年， 西野仁雄， 佐 々 木和男， 村本健一
郎， 矢野一郎 : 視床下部オ ピ エー ト 受容性 と 摂食行
動， 「生体老化の基礎的研究」 シ ン ポ ジ ウ ム， 1978 
10 ， 東京.
3 . 原 著
1 )  Ono， T. ， Oomura， Y ， Ohta， M. ， 1 shibashi ， 
S .  and K i ta， H. : Act ivit y of chemosens i t ive 
neurons rel ated to the neurophys io logical mecha­
n i sm of feeding. Recent Advances in  Obes i ty 
Research， ed. by G. Bray， II : 1 7-26 ，  Newman 
Publ i sher. ， 1 978. 
2 )  Ono， T. ， N i shino， H. ， Sasaki ， K. ， 
Muramoto， K. ， Yano， I. and S impson， A. 
Paraventr i cul ar nucl eus connect i ons to spinal 
cord and p i tu i tary. ， Neurosc ience Letters 
1 0 : 141 - 146， 1978. 
3 )  Oomura， Y. ， Ono， T. ， Ohta， M. ， 
Sh im izu， N. ， K i ta， H. . and 1 shibashi ， S .  
Funct ional rel at i onshi p between the  f rontal 
cortex and l ateral hypothal amus. ， 1ntegrat ive 
Control Funct i ons of the Brain. ed. by M. 1to， N. 
Tsukahara， K.  Kubota and K. Yagi ， pp. 373-375 
Kodansha/E l sevi er， 1978. 
4 ) Ono， τ ， Obmura， Y. ， N i shino， H. ， 
Ohta， M. ， S asak i ， K. ， Sh im izu ， N. and K i  ta， 
H. Lateral hypothal amus-motor cortex rela-
(2) 
年雄男章子
品比
千
武仁和
理
小 野
西 野
佐 々 木
西 野
松 山
生
教 授
助 教 授
助 手
助 手
文部技官 晴
1 .  研究概要
1 ) 摂食行動や飲水行動 を は じ め と す る 各種情動
行動の発現過程に 重要 な 役割 を 果 し て い る 視床下部
お よ び、辺縁系の機能解析が主研究 テ ー マ で、あ る 。 こ
れ ら 諸情動行動の 「動機づ、け」 か ら 「表出」 に い た
る 一連の神経機構解明 の た め に 単一細胞 と 個体 レ ベ
ルで神経生理学的お よ び解剖学的手法 を 用 い て， 以
下 の研究 を 行 っ て い る 。
ア ) 麻酔下実験
視床下部や辺縁系 な ど に 高濃度に 存在す る こ と か
ら 最近注 目 き れて い る モ ル ヒ ネ 用ペプチ ド ( エ ン ケ
フ ァ リ ン やエ ン ド ルフ ィ ン ) の視床下部 ブ ド ウ糖感
受性ニ ュ ー ロ ン への作用様式， 辺縁系， 運動系 の 中
枢， 連合野 な ど他中枢部位 と の相互連絡様式 な ど の
解析。
イ ) 無麻酔下実験
i ) レ バー押 し 摂食お よ び飲水行動下サル視床下
部お よ び、辺縁系ニ ュ ー ロ ン の レ バー押 し 摂食行動，
微少量投与諸種薬物に 対す る 応答様式， 他中枢部位
と の相互連絡様式の解析。
i i ) 種々 の 明 暗環境下 で 自 由摂食お よ び飲水行動
ラ ッ ト の摂 食お よ び飲水 リ ズム と 長時間記録視床下
音Bニ ュ ー ロ ン 活動 の放電頻度曲線， 移動平均， 自 己
お よ び相互相関関数， パ ワ ー ス ペ ク ト ラ ム な ど の電
子計算機 ( P D P l l ) 処理に よ る 相互連関 の解析。
i i i ) ラ ッ ト の 脳 内局所投与薬物 ( モ ル ヒ ネ ， エ ン
ケ フ ァ リ ン な ど ) の摂食お よ び飲水行動 に 対す る 影
響の分析。
ウ ) 試験管内 実験
ラ ッ ト 脳切 片 を 用 い て 視床下部お よ び、辺縁系ニ ュ
ー ロ ン の諸種薬物に 対す る 感受性， 局所回 路網 お よ
び、化学感受性ニ ュ ー ロ ン の諸特性の細胞内電位 レ ベ
ルでの解析υ
2 ) 下等動物 ( 富 山 湾産 ウ ミ ウ シ ) 脳 を 用 い て，
触圧な ど諸種感覚 入力 に 対す る ニ ュ ー ロ ン の応答様
式， 受容野， 神経回路網， シ ナ プ ス受容膜特性の解
析 を 行 な い， 諸種感覚の情報処理機構 を 明 ら か に す
る 。
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1 .  研究概要
高等動物の生理的及 び病理的状態 を 細 胞 レ ベル，
及 び細 胞下 レ ベルか ら 追求す る 。 特に 成 人病 (糖尿
病， 動脈硬化症， がん な ど ) に 関係す る 騨臓 ラ ン ゲ
ルハ ン ス 島細胞や動脈内皮平滑筋細胞 な ど を 材料 と
し て， そ れ ら の細胞の病理的状態の発生過程 を 生化
学的に解明 し ， 成 人病 の予防 と 治療 に 役立て た い 。
従 っ て， 本講座 の研究内容は ， 代謝 ・ 内分泌学，
細 胞生化学， 腫場学， 遺伝学に 関係す る も の と い え
る 。
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